
○ハザードマップ等の有効活用の周知
・インターネットや広報紙などでハザードマップ等の情報の集め方や読み取り方の
周知徹底

○防災情報の提供
・従来の防災情報提供に加え、携帯電話やパソコンへの電子メール、災害時要援護
者に対する多言語・音声読み上げ・文字情報等の提供の充実

○防災学習の推進
・パンフレット配布及び見学会の実施やイベントの推進

○地下施設に対する避難情報提供
・地下にいる人に対し、「プッシュ型」の情報提供

○相互通報システムの推進
・浸水状況を把握し、避難情報にフィードバックするシステムの構築

○避難勧告・指示の発令基準の明確化
・避難地域、避難対象者を考慮し、降雨量・河川水位に対する基準などを設定

○分かりやすい避難経路・方法の構築、防災リーダーの育成
・地震や火災など他の災害と整合

○住民と関係機関が協働した水防訓練、情報通信訓練の実施
・実際の水害を想定し、情報伝達･収集の訓練を実施

豪雨対策計画の取組内容

＜避難方策の計画＞

豪雨時に、「自助」、「共助」の避難行動を促し、誰もが生命身体の安全を守るため
に必要となる情報を得て、適切な避難ができるようにする。

避難方策の目標

○計画の閲覧
東京都総合治水対策協議会ホームページ
ホームページアドレス http://www.tokyo-sougou-chisui.jp/

〔問い合わせ先〕東京都都市整備局都市基盤部調整課 電話03-5388-3296

豪雨対策計画の構成区市

板橋区、練馬区、西東京市

○作成主体
東京都総合治水対策協議会
（5流域：東京都都市整備局、東京都建設局、東京都下水道局、港区、品川区、
目黒区、大田区、世田谷区、杉並区、豊島区、北区、板橋区、練馬区、立川市、
武蔵野市、三鷹市、府中市、調布市、小金井市、小平市、国分寺市、狛江市、
西東京市）

概 要 版

都は、平成19年8月に「東京都豪雨対策基本方針」を策定し、局所的な集中豪雨に対する
取組を進めています。

この方針では、7つの対策促進流域において、地域の特性に合わせた河川整備や下水道整
備、流域対策やまちづくり対策などの具体的内容を定めた豪雨対策計画を策定することに
しています。

今回、平成29年度までに進める豪雨対策の内容を示した「白子川流域豪雨対策計画」を
策定しました。

本計画を着実に実施することにより、都民が安全に安心して暮せる東京を実現していき
ます。

○豪雨対策の目標

○対策促進エリア

「東京都豪雨対策基本方針」における本計画の位置付け

計画対象区間

白子川流域：白子川

基本方針においては豪雨対策の目標として、長期見通し（おおむね30年後の姿）を踏まえて、

当面達成すべき水準として平成29年度までの姿を示していく。

平成29年度までに、対策促進エリアにおいて、以下の2点を目指していく。

①おおむね時間55ミリの降雨までは床上浸水や地下浸水被害を可能な限り防止すること。

②既往最大降雨などが降った場合でも、生命の安全を確保すること。

基本方針においては豪雨対策の目標として、長期見通し（おおむね30年後の姿）を踏まえて、

当面達成すべき水準として平成29年度までの姿を示していく。

平成29年度までに、対策促進エリアにおいて、以下の2点を目指していく。

①おおむね時間55ミリの降雨までは床上浸水や地下浸水被害を可能な限り防止すること。

②既往最大降雨などが降った場合でも、生命の安全を確保すること。

白子川 

石神井川 

神田川 

野川 

目黒川 

呑川 

渋谷川・古川

今回計画流域位置

（青太枠の境界内の白子川流域）

白子川



○車道、歩道、小規模民間施設への単位対策量を設定
（小規模民間施設は開発面積が0.05ha （ 500m2 ）未満）

○貯留浸透施設の滅失、機能低下を考慮

―流域対策の計画―

時間 5ミリ降雨相当の流出抑制を実現する。

平成２９年度までの目標

300民間施設(0.05ha未満) ※①

施設 単位対策量
(m3/ha)

公共施設(1.0ha以上) 950

公共施設(1.0ha未満) 500

公共施設(車道) ※① 290

公共施設(歩道) ※① 200

民間施設(1.0ha以上) 950

民間施設(0.05～1.0ha) 500

実施する単位対策量 区市の分担する対策量

※①：新規に単位対策量を設定した施設

家づくり・まちづくり対策の目標

浸水対策が実施される仕組みをつくる。対策促進施設（地下鉄、大規模地下街）では、
公民の連携した取組により、時間 75ミリの降雨に対応できる体制を構築する。

○都民や企業の自発的な建物浸水対策の強化
・ハザードマップの作成・更新及びインターネット等による周知の徹底
・不動産取引時等に過去の浸水状況などが情報提供されるよう国や関係者への働き

かけ
・インターネット、パンフレット等で浸水対策への協力についての情報提供

○施設別地下浸水対策計画の策定
・地下空間出入口における浸水対策を推進するため、「施設別地下浸水対策計画」
の策定を促進

○浸水に強いまちづくりのための制度
・高床建築等の促進を制限している規制の緩和を図り、家づくり・まちづくりに関す
る要綱や条例等の制度化を検討

＜家づくり・まちづくりの計画＞

時間 50ミリ相当の降雨に対応することを目標とする。

―河川整備の計画―

平成２９年度までの目標

3.752.27.7西東京市

8.543.915.2練馬区

13.9-25.6合計

1.739.22.7板橋区

不足量
（万m3）

実施率
（％）

目標対策量
（万m3）

10年後に達成する対策
（5ミリ降雨相当）

区市

護岸改修・河床掘削を実施するとともに、大泉井頭・比丘尼橋中流・白子川地下各調
節池の整備を行う。

豪雨対策計画の取組内容

―下水道整備の計画―

対策促進地区では、流下施設(管きょ)や貯留施設(調整池)などの整備により、下水道施
設全体で時間 50ミリ相当の降雨に対応する。

都市化の進展による雨水流出量の増大に対応するため、下水道整備においては、幹線やポ
ンプ所などの基幹施設の整備を推進するとともに、雨水流出係数の見直しも含め、地形等
の地域特性を踏まえた効率的な対策を進めていく。
また、河川整備状況に合わせ、下水道から河川への放流量拡大を推進していく。

平成２９年度までの目標

・河川整備に合わせ、大泉中幹線、白子川一号幹線、白子川三号幹線の下水道放流量拡大を河川部署
と協議するとともに、関係区市と連携し、幹線の整備計画を立案する。

※各区市で定める各施設の単位対策量が、
上記の対策量を上回る場合は、各区市
の対策量を優先する。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


